
火事はあわてず落ち着いて

●出口を背にして避難路を確保！　

●熱や煙を避けるように腰を落とし
て姿勢を低く！

●ノズルをしっかり握って、煙や炎
でなく火元をほうきで掃くように！
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使用時のポイント

通報時は内容を落ち着いて正確に伝えましょう。
① 火災が発生していること ② 住所、出火場所、目印となる建物や施設
③ 火災の規模と燃えているもの ④ けが人や逃げ遅れた人はいるか
⑤ 通報者の名前と電話番号

覚えておこう！ 「１１９」のかけ方　ここをチェック

火災現場ではあわてず冷静な判断が必要です。初期消火で火が消えなかったときは速やかに避難しましょう。

消火器の使い方　覚える！

火元別初期消火のコツ　備える！

油なべ ストーブ 衣　類

風呂場 電気製品 カーテン・ふすま

着衣に火がついたら転げまわって消すのも方法。
髪の毛の場合なら衣類（化学繊維は避ける）や
タオルなどを頭からかぶる。

！

火災発生時の３原則　身をまもる！

伝える。

空気を遮断する。

あたり

余裕はありません。

る。


